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 さらに，本システムの評価のための実験を 2 種類行った．実験 1 は動作確認及びシステムコン
セプトのアンケート評価実験，実験 2 はシステム全体の評価実験である．実験 1 の結果，システ
ムが正しく動作すること及びコンセプトの有用性が確認された．実験 2 の結果，本システムの支
援により，歩行者の主観的不安感を軽減でき，楽しい街歩きができるようになったと判明した．
客観的効果としては，本システムの支援によって，歩行者のルート戦略が変更され，より経路の
選択の幅を広げ，自分に合った道を選び取ることができるようになることが判明した． 
 
